
新たな総合計画策定に向けた「主な取組みの方向性」 活力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ グローバル競争を勝ち抜く力強い産業の育成と雇用の確保 

○IoT,AI等の第４次産業革命に対応したイノベーションの促進 

○バイオ医薬品等の研究開発の促進、「世界の薬都とやま」の確立 

○ものづくり研究開発センター等を拠点とした産学官連携によるものづくり産業 

の高度化 

 ○人口増、若者等の定着に結びつく企業立地、起業支援 

 ○中小・小規模企業への相談体制の充実、商品開発・販路開拓の支援強化 

○デザイン力を高めた伝統工芸品産業の振興、クリエイティブ産業の育成 

○県内企業のグローバル展開の支援 

○人手不足分野やものづくり産業の人材確保、県外進学大学生等の UIJ ターン推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生産性・付加価値の高い農林水産業の振興 

○担い手への農地集積、農業未来カレッジ等による意欲ある若い担い手の育成 

○先端的な生産技術（スマート農業）の開発・普及 

○農地の大区画化による低コスト化、６次産業化などによる付加価値の増大 

○県産品のブランド力向上と国内外への販路開拓 

○県産材の安定的な需要供給構造の構築による林業の成長産業化 

○つくり育てる漁業の推進、富山のさかなのブランド力向上（ベニズワイガニなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 環日本海・アジア新時代に向けた陸・海・空の交通基盤の強化 

○北陸新幹線の大阪までの早期全線整備と新ゴールデンルートの形成 

○開業効果の持続・深化のための取組強化（戦略的な観光地づくり、特産品の販路

開拓、移住・定住の促進、ビジネスマッチングの拡大等） 

○あいの風とやま鉄道の利便性向上 

○東海北陸自動車道の４車線化や能越自動車道の利便性向上 

○伏木富山港における東アジア等の経済発展の取り込みなどに向けた機能強化 

○富山きときと空港における LCCの活用等による航空ネットワーク充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 観光振興と魅力あるまちづくり 

○海のあるスイスを目指した魅力的な観光地域づくりの戦略的な推進 

○水辺空間や歴史・文化を活かしたまちづくり、中心市街地の活性化 

○国際的ブランド「世界で最も美しい富山湾」の保全と活用 

○「立山・黒部」の世界ブランド化、戦略的な国際観光の推進 

○産業観光、ロケ地めぐりなど旅行者のニーズに応えた多彩なツーリズムの展開 

○観光人材の育成やおもてなし力の強化、国際会議の積極的な誘致 

○「富山湾鮨」など豊かな食の磨き上げや県内の料理店、ﾚｽﾄﾗﾝ等の国内外の発信 
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新たな総合計画策定に向けた「主な取組みの方向性」 未来 
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５ 結婚・出産・子育ての願いがかなう環境づくり 

○合計特殊出生率は全国平均（1.46）を上回る 1.51。一方、県民希望出生率（1.9）との

ギャップが生じており、出会いから結婚、妊娠、出産までの切れ目のない対策の推進 

・結婚を希望する男女の出会いの場の提供 

・不妊・不育症治療の支援や周産期医療の充実 

・病児・病後児保育、放課後児童クラブの拡充 

・「企業子宝率」に基づく優良事例の表彰や男性の働き方改革の推進 

・保育料軽減といった子育て家庭の経済的負担の軽減 

    担の軽減  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 真の人間力を育む学校教育の振興と家庭･地域の教育力の向上 

○理科・音楽等の専科教員の配置、英語専科教員の拡充など、きめ細かな充実した

教育の推進 

○一人ひとりの教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実 

○いじめや不登校などの対策のための体制づくり 

○論理的思考力の育成、英語教育プログラムの開発やキャリア教育など子どもの可

能性を伸ばす教育の推進 

○親学び講座の拡充など家庭や地域の教育力向上 

○県立大学における、知能ロボット工学科（仮称）の開設等更なる再編や看護学部

の創設、コンソーシアムの推進による、雇用創出・若者の県内定着の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 文化・スポーツの振興と多彩な県民活動の推進 

○県民芸術文化祭や越中アートフェスタなど芸術文化と出会い、親しむ機会の充実 

○「富山県美術館」（H29開館）を契機に、アトリエでの創作活動、ギャラリーでの展

示など双方向の美術体験により県民が芸術文化の創造に参加し交流できる場の拡充 

○利賀芸術公園の舞台芸術や、とやま世界こども舞台芸術祭など、質の高い文化の創造

と世界への発信 

○県民参加型イベントの開催など気軽にスポーツに親しむことができる環境づくり 

○東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾞﾗﾘﾝﾋﾟｯｸに向けて世界のひのき舞台で活躍できるアスリートの育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ ふるさとの魅力を活かした地域づくり 

○「くらしたい国、富山」の発信による移住の促進 

○自然や歴史・文化など地域の魅力のブラッシュアップの取組支援と世界文化遺産

登録の推進 

○農山漁村の持続的な発展、豊かで美しい環境と多面的な機能の維持増進 

○森林ボランティア団体等による森づくり活動、花と緑の地域づくりの定着と拡大 

 

 

 

 

 

 



新たな総合計画策定に向けた主な「取組みの方向性」 安 心 
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９ いのちを守る医療の充実と健康寿命日本一 

○地域医療を担う医師・看護師等の養成・確保 

○急性期から慢性期まで切れ目のない地域医療提供体制の構築 

○ドクターヘリの活用などによる質の高い救急医療、高度で専門的なリハビリ医療

の提供、在宅医療体制の整備促進 

○最先端のがん医療など国内最高水準のがん医療の提供 

○健康寿命日本一をめざし、減塩、野菜摂取、運動など生活習慣改善の県民運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉の推進 

○誰もが安心して住み慣れた地域で暮らせるよう地域包括ケアシステムの構築 

○富山型デイサービスの充実や地域住民によるケアネット活動の推進 

○介護・福祉人材の育成確保・拡充 

○介護予防や生活支援体制の整備、認知症対策、介護サービス基盤整備 

○障害者差別解消、障害者自立・就労支援の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 環日本海地域をリードする「環境・エネルギー先端県」づくり 

○レジ袋の無料配布廃止や「とやまエコ・ストア制度」などエコライフの実践促進 

○「富山物質循環フレームワーク」がG7 首脳宣言に盛り込まれたことを踏まえ、食 

品ロス・食品廃棄物の削減などの県民総参加の運動 

 ○本県の豊かで美しい自然環境を守り伝えていくための自然環境の保全 

○小水力発電所の設置、地熱発電など再生可能エネルギーの導入促進 

○水素やメタンハイドレートなど新たなエネルギー資源の利活用、将来の水素社会

の構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 災害に強く、「日本一安全・安心な県」づくり 

○消防力や地域防災力の強化、自主防災組織の結成促進・強化など防災・危機管理 

体制の充実 

○富山県国土強靭化地域計画等に基づいた「防災・減災」、災害に強い県土づくり 

○弥陀ヶ原の火山災害警戒地域指定を踏まえ、登山者の安全対策の推進 

○市町村や原発立地県等と連携した防災訓練等の実施など原子力災害対策の推進 

○県民の日常生活等を支える地域公共交通の維持活性化 

○住宅の耐震化等の促進、空き家の利活用や適正管理など安全・安心で豊かな住環 

境づくりの推進 

○犯罪の減少、交通安全対策の推進など安全・安心なまちづくり 

 

 

 

 

 

 



新たな総合計画策定に向けた「主な取組みの方向性」 人づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 富山県や日本を担う子どもの育成 

○少人数学級選択制の小学 4 年生への拡大などによる、基礎的な知識・技能や思

考力・判断力を身につける教育の推進 

○とやま科学オリンピック、探究科学科の学習等による論理的思考力の向上 

○ふるさと富山の自然や歴史・文化への理解を深め、愛着や誇りを持ち、家族

や地域の絆を大切にする子どもの育成、ふるさと学習の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 若者の成長と自立、起業の支援、社会参加の促進 

○高校生や大学生を対象とした国内外でのインターンシップ体験の向上、在学中

からの職業観の養成 

○英語や中国語等の語学力の向上、海外留学の促進などグローバル人材を育む教

育環境整備 

○若者を対象としたキャリア教育の推進、結婚や家庭の持つ意義の啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 女性の活躍とチャレンジへの支援 

○社会全体で女性が活躍できる環境づくりの推進 

○保育サービスの充実やテレワークの拡充など働きやすい環境づくり 

○男性の育児休業率向上など男性の働き方改革の推進 

○女性のキャリアアップ、女性の管理職登用の推進 

○結婚・出産や子育てを機に離職した女性の再就職支援強化や女性の起業支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ すべての人が活躍できる環境づくり 

○「とやま起業未来塾」「とやま観光未来創造塾」などによる人材育成、オーダ

ーメイド型職業訓練の実施などがんばる働き盛りの支援 

○働き盛りの世代の地域コミュニティ活動への参加促進、地域活性化の中心とな

る人材の育成、ＮＰＯ活動基盤の強化、ボランティア人材の育成 

○貧困家庭の保護者等に対する総合的支援、奨学金制度の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ エイジレス社会実現と「かがやき現役率」の向上 

○元気な高齢者が職場や地域で活躍できる「エイジレス（生涯現役）社会」実現 

○生産年齢人口の再定義による「かがやき現役率」の向上 

○ロボット技術を活用した高齢者が働きやすい職場づくり 

○高齢者の起業を支援するサポート体制の構築 

○高齢者のボランティア・NPO活動や地域活動への参加の促進 

○高齢者が長年培った知識や経験、技能が次世代に受け継がれる取組の推進 
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